
         

         

         

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

～ 26 日間の夏休みが明けました ～ 

“二学期のスタート”校内放送による始業式 

コロナ感染防止対策原点へ 【２慣
か ん

・３密
み つ

・４絶
ぜ つ

】 
 

本日、二学期の始業を迎えました。 

充実した二学期になるよう心から願うと共に、教育活動を支えていただいている

皆様のこれまで以上のご協力、ご理解、ご支援をお願い申し上げます。 

二学期の始業式にあたり、次のような話をしました。 

 

おはようございます。まずもって、皆さんが元気に登校できて、うれしい限りです。  

テレビ越しになりますが、皆さんとダブル握手ですね。 

一人ひとりのお顔を見せて下さい。26 日間の夏休みでしたが、充実した夏休みになった

ようですね。皆さんの瞳を見れば、よく分かります。２学期も健康第一で、いちょうの子

をめざして頑張ってゆきましょう。 

この後、３年生の鈴木茉琴（すずき  まこと）さんと６年生の山口莉奈（やまぐち り

な）さんお二人のお友達から、２学期に頑張りたいことの発表があります。皆さんも、そ

れぞれの夏休みを振り返りながら、２学期のめあてをしっかり持って歩んでゆきましょう。

その中で、心に留めておきたいことが一つあります。  

これ（「特別集中期間」）を見て下さい。今、山形県では

コロナ感染防止を真剣に考え、対策を講じています。これ

まで以上に、２慣・３密・４絶をしっかりと意識し守って

いかなければならない状況です。・・・ 

 

２学期には、創立 110 周年の式典やお祝いの「いちょ

う音楽会」も予定されていますが、コロナの感染拡大がとても心配です。 

密になる運動や遊び、合唱や管弦楽の学習もしばらくの間、我慢の時です。後で、担任

の先生から詳しくお話ししていただきますが、9 月 30 日に予定していた「音楽会」を 11

月 12 日に変更し、時期をずらします。希望をつなぐためです。今できないからすぐにあ

きらめるのではなく、時期をずらすことで、できる可能性を見出したいのです。それでも、

感染拡大が落ち着かなければ中止なども考えなけれなりません。そういう見通しと覚悟を

持って歩みたいと思っています。 
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◆習慣にする２つのこと「２慣（にかん）」  

        ①朝の検温 ②手洗い 

 ◆意識すべき３つのこと「３密（さんみつ）」 

    ①密閉（換気）②密集（距離）③密接（マスク） 

 ◆教育活動で絶対に避けたい４つのこと「４絶（よんぜつ）」…濃厚接触者定義  

      ①１ｍ以内 ②対面 ③マスク無し ④１５分以上継続の会話 

これまで、コロナ感染防止をしっかり考えて、毎日を大切に暮らしてきた皆さんならき

っと分かると思いますが、どうですか。担任の先生や友達ともお話をして、深めてみて下

さいね。 

 

猛威を振るうコロナ禍に負けずに、大切な友達・仲間と共に、わたしたちの学校、この

第四小学校を一緒に創り上げてゆきましょう。  

めあては、「心の豊かな子ども・健康でたくましい子ども・意欲的に考える子ども」です。

では、充実の二学期のスタートです。 

 

 

コロナの感染拡大がおさまりません。県をあげて「コロナ感染拡大防止特別集中

期間」を設けて取り組みを強化している状況です。 

感染防止の原点に立ち返って、「２慣・３密・４絶」を意識し、「新しい生活様式」

をもう一度確認する時かと思います。本校といたしましても、感染防止につとめ、

「学びを止めない、思考を止めない」そういう二学期になるよう努力して参ります。

保護者の皆様には、一層のお力添えをお願い申し上げます。 

「２慣
か ん

・３密
み つ

・４絶
ぜ つ

」について（再掲） 

「学びの保障」と「安心安全な暮らし・いのちを守る暮らし」の両立に向け、で

き得る最大限のことに取り組んでいかなければなりません。昨年度 5 月 25 日の「い

ちょう No.8」に記載しましたが「２慣・３密・４絶」を意識した暮らしが原点であ

ります。 

 

 

 

 

 

 

習慣にしたい２つとして「朝の検温」と「手洗い」。体調管理は検温から。そして、

手洗いは流水等で 30 秒。歌を歌いながらの手洗いも動画等で流れています。「し続

ける」ことで「習慣化」を図りたいものです。「密閉・密集・密接」の３密は、これ

まで通りです。４絶は、濃厚接触者の定義から絶対に避けたい状況を簡潔に表現し

たものです。 

『お互いの距離として少なくとも１ｍ以内にならないように気をつけましょう。で

きるだけ対面にならないように気をつけましょう。マスク無しは避けましょう。た

くさんお話しをしたいところですが、連続１５分以上の会話は控えましょう。』そう

いう意識を持って暮らしを創ってゆきましょうと言うことです。 


